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この夏、福⽥コレクションの中でも選りすぐりの「動物画」計78点が福⽥美術館に集合し、嵐⼭にアニ
マルパラダイスが出現します。

「動物園」という⾔葉は、江⼾時代末期の1866年に福沢諭吉（1835-1901）が発表した『⻄洋事情‧初

編』の「博物館」の項⽬で初めて使⽤されたと⾔われています。本展はまさに、様々な美術品を展⽰する美
術館と、様々な動物を飼育し、公開する動物園の融合を⽬指した展覧会です。⼈々から親しまれているライ
オンやトラ、サルなどを、江⼾時代以降に活躍した画家たちの描く「動物画」という形でご紹介いたします。

近世以前、動物は崇拝の対象として特別な⼒を備えた存在や、⻑寿や⼦孫繁栄などのおめでたい象徴とし
て好んで描かれました。江⼾時代以降、円⼭応挙や伊藤若冲など、動物をつぶさに観察して写⽣し、よりリ
アルな表現で描く画家が現れます。本展ではそのような近世の画家から、⽊島櫻⾕、速⽔御⾈、加⼭⼜造ま

で、明治から昭和、平成時代を⽣きた⽇本画家たちが描いた動物の姿を、そこに込められた意味や⽣態の解
説と共にご紹介します。画家それぞれの表現の違いはもちろん、鋭い観察眼、細やかな⽑描き、洗練された
⾊彩も⾒どころです。

夏の嵐山を賑わせるアニマルパラダイス！「動物画」計78点が大集合

企画展：福⽥どうぶつえん

【作品点数】合計：78点

前期：7月13日（土）～8月26日（月）／ 後期：8月28日（水）～10月1日（火）



大迫力の猛獣と牛馬など人々の生活に密接に関わった動物たちを紹介

第1章の始まりは、今にも咆哮（ほうこう）が聞こえてきそうな猛獣コーナーです。トラの絵を得意と
した岐⾩県出⾝の近代画家、⼤橋万峰‧翠⽯兄弟の写実に迫る作品の数々からは、描かれた猛獣たちが今
にも絵画を⾶び出してきそうな⽣命⼒と迫⼒が感じられます。とりわけ⼤橋翠⽯は、パリ万博、セントル
イス万博で⾦牌を獲得するなど世界的な評価を得ていたことでも知られます。
与謝蕪村などによって江⼾時代に描かれたトラは、瞳孔が三⽇⽉型であることからネコの瞳孔を参考にし
て描いたと⾔われますが、翠⽯のトラの瞳孔は丸く、⽣きた実物を丹念に観察していたことが分かります。
このように細かなポイントに注⽬して鑑賞するのも⼀興です。

猛獣コーナーの次は「はたらくどうぶつ」コーナーです。畑を耕したり、⼈や物を運ぶことができるウ
シやウマは、⼈々の⽣活に⽋かせない存在でした。後半はシカやイノシシなど⽇本の野⼭に棲む⾝近な動
物たちです。それぞれの⽣態や、画家によって描き分けられた表現が⾒どころです。

第1章：猛獣とはたらく動物

原⽥⻄湖《夏の⼣》20世紀（左隻部分） 下村観⼭《⾬の春⽇》1930年（部分）⼤橋翠⽯《猛虎之図》20世紀（部分）

水辺の生き物、爬虫類などユニークな仲間たちの動物画は質感に注目！

第2章：ツルツル、ニョロニョロ、ふわふわっ！

第2章の前半は、哺乳類のコウモリ、甲殻類のカニ、爬⾍
類のヘビなどの動物画を、後半は、嵐⼭モンキーパークでも
お馴染みのニホンザル、ウサギやリスなどの⼩動物を描いた
作品を展⽰します。「ツルツル」とした質感、「ニョロニョ
ロ」と動きのある表現、「ふわふわ」とした⽑など、画家た
ちの細やかな描写も注⽬ポイントです。

⼩動物が描かれた絵画に実際に触れることはできませんが、
「⼼のふれあいコーナー」としてじっくり愛でたいコーナー
です。
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森狙仙《親⼦猿図》
18-19世紀（部分）

⽯崎光瑤《裏園秋興之図》1913年
（部分）



3

第3章：もふもふ可愛いわんにゃんたち

⼭内信⼀《春光》1931年（部分）

上：円⼭応挙《⽵に狗⼦図》1779年（左幅部分）
下：円⼭応挙《⽵に狗⼦図》1779年（右幅部分）

速⽔御⾈《春眠》1921年（部分）

イヌ、ネコ大集合！毛並みやそれぞれ異なる愛らしい表情に注目

イヌやネコは愛玩動物として⾝近な動物です。多くの画家たちも様々な品種のイヌやネコを丁寧に観察
し、描いてきました。もふもふの仔⽝、凛とした⼤型⽝、⽑づくろいをするネコなど、その愛らしい姿に
画家の創作意欲も搔き⽴てられたことでしょう。⽑並みや表情など⾝近な動物だからこそ親近感が湧く、
画家たちが捉えた「わんにゃん」の姿に注⽬です。
点景としてイヌが登場している後期の展⽰作品、渡辺崋⼭《于公⾼⾨図》は重要⽂化財でもあります。
2階展⽰室とパノラマギャラリーにて、それぞれ動物画をお楽しみください。  

川合⽟堂《紅梅猫児》1894年（部分）

⽊島櫻⾕《春園閑興図》19-20世紀（部分）



福⽥どうぶつえん

2024年7⽉13⽇（⼟）〜10⽉1⽇（⽕）
＜前期＞7⽉13⽇（⼟）〜8⽉26⽇（⽉）
＜後期＞8⽉28⽇（⽔）〜10⽉1⽇（⽕）

10:00〜17:00（最終⼊館 16:30）
8⽉27⽇（⽕）、9⽉10⽇（⽕）

福⽥美術館
京都府、京都市、京都市教育委員会

〒616-8385 京都府京都市右京区嵯峨天⿓寺芒ノ⾺場町3-16
JR⼭陰本線（嵯峨野線）「嵯峨嵐⼭駅」下⾞徒歩12分∕阪急嵐⼭線「嵐⼭駅」下
⾞徒歩11分∕嵐電（京福電鉄）「嵐⼭駅」下⾞徒歩4分

プレスリリース∕広報⽤画像に関するお問合せ

ｖ

展覧会概要

■ 企画展名

■ 会 期

■ 開 館 時 間
■ 休 館

■ 主 催
■ 後 援

■ ア ク セ ス

■ 料 ⾦

福⽥美術館（共同ピーアール内）
担当：⽥中、樋⼝
TEL： 03-6264-2045
Email：fukudamuseum-pr@kyodo-pr.co.jp

⼀般の⽅からのお問合せ

TEL：075-863-0606（代表）Email： info@fukuda-art-museum.jp
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⼀般‧⼤学⽣ ⾼校⽣ ⼩‧中学⽣ その他

1,500(1,400)円 900(800)円 500(400)円
＊障がい者と介添⼈1名まで各900(800)円
＊幼児無料
＊（ ）内は20名以上の団体料⾦

＜嵯峨嵐⼭⽂華館両館共通券＞
⼀般‧⼤学⽣：2,300円∕⾼校⽣：1,300円∕⼩中学⽣：750円∕障がい者と介添⼈1名まで：各1,300円

8⽉1⽇〜31⽇までは⼩学⽣無料



※広報画像は以下の申請フォームよりダウンロードいただけます。
https://tayori.com/f/fukudadoubutsuen/

プレス⽤画像_1

※トリミング可。その場合キャプションに（部分）と表記
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①⻑沢芦雪《猫と仔⽝》18世紀 後期展⽰

②円⼭応挙《⽵に狗⼦図》左幅
1779年 前期展⽰

④岸駒《福禄寿図》1822年 前期展⽰

⑤⼭内信⼀《春光》1931年 通期展⽰
※全て福⽥美術館蔵

③円⼭応挙《⽵に狗⼦図》右幅
1779年 前期展⽰



※広報画像は以下の申請フォームよりダウンロードいただけます。
https://tayori.com/f/fukudadoubutsuen/

プレス⽤画像_2

※トリミング可。その場合キャプションに（部分）と表記
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⑥⼤橋翠⽯《瑞祥》1935−1943年
後期展⽰

⑦⼤橋翠⽯《狼之図》20世紀
通期展⽰

⑧⼤橋翠⽯《乳虎渡渓図》
20世紀 前期展⽰

⑨⼭元春挙《⽩狐図》19-20世紀 前期展⽰

⑩下村観⼭《⾬の春⽇》1930年 後期展⽰

⑪⼤橋翠⽯《虎児之図》20世紀 後期展⽰ ※全て福⽥美術館蔵

⑭森狙仙《親⼦猿図》
18-19世紀 前期展⽰

⑬⽯崎光瑤《裏園秋興之図》
1913年 通期展⽰

⑫速⽔御⾈《洋⽝》
1919年 通期展⽰



福⽥美術館について

京都‧嵯峨嵐⼭は古来歌枕でもある場所で、多くの貴族や⽂化⼈に愛され芸術家たちが優れた作品を

⽣み出す源泉となってきました。オーナーである福⽥吉孝は京都に⽣まれ育ち、そこで事業を興し、
今⽇まで続けてきたことに対し、地元の⽅々のご⽀援とこの地に恩返しがしたいという想いから、
2019年10⽉、美術館の設⽴に⾄りました。今や⽇本国内だけでなく、世界中から多くの⼈が訪れる観
光地である嵐⼭。その中でも渡⽉橋を望む⼤堰川（桂川）沿いの景勝地に位置し、四季折々でそれぞ

れに変化する⾵景は1000年変わらず⼈々を魅了してきました。この美しい⾃然と共に⽇本美術の名品
を愉しんでいただくことで、嵐⼭が世界有数の⽂化発信地となることを願います。

福⽥美術館は2024年10⽉で開館5周年を迎えます。今後も「100年続く美術館」をコンセプトに、現

代まで受け継がれてきた⽇本⽂化を次世代に伝え、さらなる発展へとつなぐ美術館を⽬指します。

美しい⾃然と⽇本美術の融和。⽇本⽂化の新たな発信拠点として

福⽥美術館の建築を⼿掛けた安⽥幸⼀⽒は、「蔵」をイメージした展⽰室や外の⾃然とのつながりを
感じられる「縁側」のような廊下など、伝統的な京町家のエッセンスを踏まえつつ、これから100年の
スタンダードとなるような新しい⽇本建築を⽬指しました。また、庭には⼤堰川に連なる⽔鏡のごと

く嵐⼭を映し出す⽔盤が設けられており、渡⽉橋が最も美しく⼀望できるカフェからは最⾼の眺めを
味わうことができます。

嵐⼭にふさわしい、未来へむけた⽇本建築の形
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